
市民・事業者・行政が支え合う
協働のまちづくりに取り組む
団体、個人を紹介します。

市民協働推進課 ☎861‐3846
お問い合わせ
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豊見城

小禄

小　禄大嶺崎

瀬長島

海方切（図１の線①）
N 琉り

ゅ
う

球き
ゅ
う

国こ
く

惣そ
う

絵え

図ず

（
間
切
集
成
図
）

資
料
：
沖
縄
県
立
博
物
館

ま
す
。

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、祭
り
を

地
域
の
手
作
り
で
、そ
し
て
、壺
屋
の
ま

ち
で
行
う
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
思
い
ま
す
ね
。

壺
屋
で
祭
を
行
う
こ
と
で
、人
々
が

壺
屋
を
訪
れ
、こ
の
場
所
を
知
り
ま

す
。壺
屋
の
歴
史
や
伝
統
、昔
な
が
ら

の
ま
ち
の
た
た
ず
ま
い
な
ど
、壺
屋
焼

以
外
の
魅
力
も
分
か
っ
て
も
ら
え
ま

す
。壺
屋
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
で
、知
名
度
が
上
が
り
、活
性
化
に
つ

な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

Q
こ
れ
か
ら
の
展
望
は

壺
屋
の
ま
ち
に
対
す
る
熱
い
思
い

を
持
っ
て
い
る
方
々
が
大
勢
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
点
を
つ
な
ぎ
、線
に
し
て
、

思
い
を
形
に
し
て
い
き
た
い
。そ
の
た

め
に
は
、若
い
力
が
必
要
で
す
。「
壺

屋
や
ち
む
ん
通
り
祭
」を
と
お
し
て
、

次
の
世
代
に
う
ま
く
つ
な
ぐ
、橋
渡

し
を
し
て
い
き
た
い
。ま
ち
づ
く
り

は
、結
局「
ひ
と
」で
す
か
ら
。

壺
屋
が
持
って
い
る
、た
く
さ
ん
の

宝
を
活
か
し
て
、壺
屋
地
域
全
体
が
、も

っ
と
も
っ
と
元
気
に
な
る
と
い
い
な
あ
。

第
4
回
は
、前
回
の
粟
国
智
光
さ
ん

の
ご
紹
介
で
、同
じ
く
市
の
協
働
大
使

で
、「
壺
屋
や
ち
む
ん
通
り
祭
」実
行
委

員
の
高
江
洲
啓
子
さ
ん
で
す
。

年
々
来
訪
者
も
増
え
、に
ぎ
わ

い
を
見
せ
る「
壺
屋
や
ち
む
ん
通
り

祭
」に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

Q
や
ち
む
ん
通
り
祭
の
ね
ら
い

祭
り
を
と
お
し
て
、地
域
全
体
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
ね
ら

い
で
す
ね
。

祭
り
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、祭
り

に
よ
る
売
り
上
げ
に
重
点
が
置
か
れ

た
面
が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、通
り
会

の
生
活
の
基
盤
は
、こ
の
壺
屋
の
ま

ち
で
す
か
ら
。こ
の
祭
り
も
回
を
重
ね

る
う
ち
に
、地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、地
元
の
方
々
も
楽
し
め
る

祭
へ
。そ
し
て
、壺
屋
の
ま
ち
全
体
が
も

っ
と
も
っ
と
元
気
に
な
る
よ
う
な
、地
域

の
祭
に
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が

で
き
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

Q
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

生
活
の
基
盤
で
あ
る
、こ
の
壺
屋
の

ま
ち
が
活
性
化
し
て
、10
年
先
、20
年

先
に
今
以
上
に
元
気
な
ま
ち
に
な
って
、

み
ん
な
が
楽
し
く
生
活
で
き
る
ま
ち
に

な
る
こ
と
が
、と
て
も
大
事
だ
と
思
い

第4回
「壺屋やちむん通り祭」

実行委員

「いい暮らしより　楽しい暮らしを」～人と人とが支えあう協働により、心の豊かさを感じるまちを目指して～

市の人口と世帯
※(　) 内はうち外国人

2011（平成23）年1月末現在

総人口 318,658(2,153)
男
女

153,812 (1,099)
164,846 (1,054)

世帯数 136,403(1,296)
住民基本台帳人口の内訳(外国人を除く)

本　庁 95,967

真和志 104,523

首　里 57,841

小　禄 58,174

那
覇
空
港
近
く
の
瀬
長
島
。市
か
ら
瀬
長
島
へ
行
く
途
中
に
、市
と
豊
見
城
市
の
境
が
あ
り
ま
す
。陸
地
の

境
界
線
は
分
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、そ
の
先
の
海
上
に
も
境
界
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

残
念
な
が
ら
、市
と
豊
見
城
市
の
瀬
長
島
側
の
海
上
に
お
け
る
境
界
線
に
つ
い
て
は
、長
き
に
わ
た
り
両
市

で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、合
意
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、那
覇
空
港
の
沖
合
に
滑
走
路
を
増
設
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、海
上
の
境
界
線
確

定
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沖
合
の
滑
走
路
が
完
成
す
る
と
、燃
料
譲
与
税
や
固
定
資
産
税
に
相
当
す
る
交
付
金
な
ど
が
新
た
に
発
生

し
、そ
の
額
は
億
単
位
に
の
ぼ
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
交
付
金
な
ど
は
主
に
、那
覇
空
港
を
管
理

し
て
い
る
国
か
ら
、沖
合
の
滑
走
路
が
属
す
る
自
治
体
に
支
払
わ
れ
る
た
め
、客
観
的・合
理
的
な
境
界
線
確

定
が
必
要
で
す
。

  

海
上
境
界
線
問
題
の
発
端
と
経
緯

こ
の
問
題
は
、
昭
和
48
年
に
国
土
地
理
院
か

ら
市
と
当
時
の
豊
見
城
村
に
対
し
、
境
界
線
の

位
置
確
認
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま

す
。市

は
、
戦
前
の
専
用
漁
業
権
に
基
づ
い
た
線

が
境
界
線
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
が
、

豊
見
城
村
は
、
当
時
の
国
土
地
理
院
の
地
図
に

示
さ
れ
て
い
る
瀬
長
島
北
側
の
海
上
線
が
境
界

線
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

し
か
し
豊
見
城
村
が
根
拠
と
し
た
昭
和
48
年

の
地
図
上
の
線
に
つ
い
て
は
、
市
が
国
土
地
理

院
へ
照
会
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
線
は
単
に
瀬
長

島
の
帰
属
を
示
す
界
線
で
あ
っ
た
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

昭
和
54
年
以
降
、
境
界
線
確
定
に
向
け
て
両

市
で
協
議
を
重
ね
る
な
か
、
平
成
13
年
に
は
、

歴
史
的
資
料
で
あ
る
「
琉り

ゅ
う

球き
ゅ
う

国こ
く

惣そ
う

絵え

図ず

」
が
米

国
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
図
に
示
さ
れ

る
海
上
境
界
線
「
海う

み

方ほ
う

切き
り

」
は
、
こ
れ
ま
で
市

が
主
張
し
て
き
た
境
界
線
と
一
致
し
て
お
り
、

市
の
主
張
を
裏
付
け
る
重
要
な
根
拠
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

  「
琉
球
国
惣
絵
図・海
方
切
」と
は
？

「
琉
球
国
惣
絵
図
・
海
方
切
」（
図
2
）
は
、

18
世
紀
の
琉
球
王
国
の
絵
地
図
で
、
当
時
の
行

政
区
画
（
間
切
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

内
の
「
南
風
原
、豊
見
城
、真
和
志
、小
禄
間
切
」

の
図
に
は
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
瀬
長
島

側
の
海
上
に
お
け
る
境
界
線
（
海
方
切
）
が
明

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
境
界
線
（
海
方
切
）
は
、
専
門
家
に
よ

り
歴
史
的
に
も
支
配
・
管
理
・
利
用
の
海
域
に

お
け
る
境
界
線
と
し
て
実
効
性
を
持
っ
た
も
の

で
あ
る
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

両
市
、そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

市
が
、
こ
の
「
琉
球
国
惣
絵
図
・
海
方
切
」

と
同
じ
海
上
境
界
線
（
図
1
の
線
①
）
を
主
張

す
る
一
方
、
豊
見
城
市
は
、
陸
地
と
陸
地
の
中

間
点
を
結
ん
だ
陸
地
間
等
距
離
線
（
図
1
の
線

②
）
が
境
界
線
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
市
町
村
間
の
海
上
境
界
線
確
定

問
題
は
、
他
の
自
治
体
で
も
起
き
て
お
り
、
裁

判
で
争
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
過
去
の
判
例

で
は
、
境
界
は
歴
史
的
な
支
配
や
管
理
の
状
況

が
基
準
と
な
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
問
題
を
非
常
に
重
要
視
し
て

お
り
、
今
後
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
調
停
申
請

を
行
う
な
ど
、
早
期
解
決
に
向
け
て
必
要
な
取

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
〕

企
画
調
整
課 
☎
8
6
2・9
9
3
7

10年先、20年先を見据えて

ど
こ
か
ら
那
覇
で
、ど
こ
か
ら
豊
見
城
？

〜
本
市
と
豊
見
城
市
の
海
上
境
界
線
問
題
〜

「壺屋やちむん通り祭2010」
実行委員
高江洲啓子（たかえすけいこ）さん

「壺屋やちむん通り祭」
年々、多くの来訪者でにぎわい、地域の祭りへ成長し
てきました。

①那覇市
　主張ライン

②豊見城市
　主張ライン

那覇市および豊見城市がそれぞれ主張する海上境界線図1

図2

N
瀬長島

大嶺崎
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始まっています！
そ大ごみのWeb受付サービス！！

市では県内市町村ポータルサイト『オキナヴィータ』でのそ大ごみ収集のWeb
受付を開始しました。これからは24時間受付可能。是非ご利用ください！！
那覇市公式ホームページから⇒http://www.city.naha.okinawa.jp/
オキナヴィータから⇒http://www.okinavita.jp
※スマートフォンからもお申込みできます。
【お問い合わせ】
そ大ごみについて ･････クリーン推進課 ☎889-3567
サービスについて ･････情報政策課 ☎861-0350

ナハゾウ君とナハヨちゃんの

ごみについてQ&A
な
ん
で
？

な
ん
で
？

父 ナハオ 妹ナハヨ

“ごみ”について「ナハゾウ君」と「ナハヨちゃん」の疑問に今回は、お父さんの
「ナハオさん」に先生になってもらいました。

ナハゾウ ：お父さん。僕らのサッカーチームで練習用のボールを買う資金
を集めるために“集団回収”っていうのをはじめたんだ。

ナハヨ ：集団回収ってなに？ビールの空き缶をどうするの？
ナハゾウ ：チームメンバーの各家庭から出る古紙や空き缶、空きびんをリ

サイクル業者に持っていくんだ。那覇市の集団回収事業に登
録すれば、奨励金ももらえるんだよ。

ナハヨ ：じゃぁ、資源化物の日に近所のうちから出されたものを収集車
が来る前に、集めたら楽だよね？

ナハオ ：おっとと…近所の人が出したものを黙って持ち去るのはルー
ル違反だ。絶対にしてはいけないよ。集団回収は、その団体に
関係する家庭から出た古紙などの資源化物や、地域の清掃活
動などで集められた資源化物が対象だからね。

ナハゾウ ：そうだ、集められた“資源化物”は、リサイクルされているんだ
よね？

ナハオ ：そうだよ。例えば、空き缶は新しい缶になるし、びん類はまた
びんとして再利用されたり、細かく砕かれて道路整備に使わ
れるものもあるんだ。古紙なら、トイレットペーパーやノートに
再生されているんだよ。集団回収の対象ではないけれど、那
覇市ではペットボトルもリサイクルして
いるよ。ペットボトルは、なんと洋服に生
まれ変わることもあるんだぞ。だけど、
残念ながらリサイクルできないこともあ
るんだ。

ナハヨ ：えっ？！リサイクルできないって、なんで？
ナハオ ：ごみが中に入っていたり、油や塗料で汚

れていたりするとリサイクルできない。せっかくの“資源”を“ご
み”として処理することになってしまうんだ。もったいないだ
ろ。だから、ごみを出すときにはリサイクルのことまで考えて、
きれいに分別することが大切なんだ。

ナハヨ ：へぇ～。じゃぁ、中身を確認してから分別したり、缶やペットボト
ルにごみを入れないようにしなきゃいけないね。

ナハオ ：そう。リサイクルできるものをごみにしてはいけないんだ。
ナハゾウ ：よーし、リサイクルもサッカーも頑張るぞー！！

その4:ごみの資源化について

【お問い合わせ】　　環境政策課　☎951-3231

過ごしやすい今のうちに、暑～い沖縄の夏の準備を始めませんか？
今（3月頃）が緑のカーテンの植え時ですよ！
下のチャートであなたに合った緑のカーテンの植物をチェックしてみましょう！

花を愛でるよりも、ごちそうを
食べている方が幸せ？

あなたにピッタリの緑のカーテンが分かるチャート

過ごしやすい今のうちに、暑～い沖縄の夏の準備を始めませんか？

緑のカーテンを

ご自宅に！

どちらかといえば、
のんびり屋さんタイプ？

本音を言えば、
細かい手入れは
面倒だ

部屋の中でも
紫外線が
気になる？

ゴーヤーヘチマパッション
フ ルーツアサガオ

育
て
や
す
く
、
実
も
栄
養
豊
富
で
、

暑
い
夏
場
に
ピ
ッ
タ
リ
。

ち
っ
素
分
を
多
く
含
む
肥
料
を
あ
げ

す
ぎ
る
と
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
発
生
し

や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
。

種
ま
き
時
期
：
3
月
頃

葉
が
大
き
い
の
で
、
日
よ
け
効
果
が

ぐ
っ
と
期
待
で
き
ま
す
。
実
は
食
べ

ら
れ
る
ほ
か
、
実
の
汁
は
天
然
化
粧

水
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

種
ま
き
時
期
：
4
月
頃

挿
木
で
増
や
し
ま
す
。
酸
っ
ぱ
く
て

美
味
し
い
実
を
つ
け
ま
す
。
日
当
た

り
の
良
い
環
境
で
育
て
ま
し
ょ
う
。

花
が
咲
い
た
ら
人
工
授
粉
を
。

植
え
る
時
期
：
5
月
頃

ゆ
っ
く
り
成
長
し
て
、
初
夏
に
美
し

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
夏
場
は
、
水

を
朝
夕
欠
か
さ
ず
に
。
種
は
一
晩
水

に
つ
け
て
か
ら
ま
く
と
、
発
芽
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

種
ま
き
時
期
：
5
月
頃

フルーツが好き？

スタート

いいえいいえ
いいえ はい

はい

いいえ いいえ いいえはい はい はい

はいいいえ

今の時期は、ゴーヤーを植えるのに最適です。そこ
で、市では多くの方に緑のカーテンを楽しんでいただ
くため、下記の通りゴーヤーの種を限定で500袋（10
粒入り）を無料配布します！みなさまもこの機会に「エ
コの種まき」をしてみてはいかがでしょうか。
【配布開始日】　3月1日（火）9時～
【配 布 場 所】　仮庁舎A棟１階ロビー、銘苅庁舎

ピロティ、首里・真和志・小禄支所
【お問い合わせ】　地球温暖化対策推進室　☎951-3392

今の時期は、ゴーヤーを植えるのに最適です。そこ

ゴーヤーの種を無料で配布します！！

体力をつけて
夏を乗り越えたい？

市民の友では、みなさまに読みやすい紙面をお届けするため、ユニバーサルデザインの考えに基づく「UD書体」を使用しています。
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地域や市民との協働の推
進、行政運営の透明化、公
共サービスの向上

事務事業の見直し、アウト
ソーシングの推進、財政運
営の健全化、歳入の確保、
資産管理の適正化、扶助
費等の適正化

組織の見直し、内部プロセ
スの改革、定員適正化と多
様な人材の活用、人材育
成

那覇市経営改革推進計画の概要イメージ図

那覇市
経営改革大綱

第３次那覇市
経営改革

アクションプラン

財政の健全化組織・人事の改革 公共サービスの改革

＜１３の戦略＞

＜３つの方針＞

限りある経営資源を市民とともに認識し、新たな時代に向き合う
「確かな力」を養い、質の高い行政サービスを提供する。

＜基本理念＞
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標
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図１

 

那覇市歌を歌っていただける団体を募集します。うた合戦で着うた
大賞に選ばれた団体の歌声は、携帯電話の着うたとして配信しま
す。みなさまのご応募をお待ちしています。
日　　時 ： 4月30日（土）午後2時～午後4時
会　　場 ： パレット市民劇場
応募資格 ： 那覇市に在住、在勤、在学している方々で
  構成するアマチュアの団体
応募期間 ： 3月14日（月）～4月4日（月）

那覇市立学校の校歌を在校生に歌ってもらい、その歌声を着うた＆着うた
フルとして配信しています。新たに18校を追加し、3月19日（土）に全小中
学校53校の校歌を全国へ発信します♪なじみ深く、
そして懐かしい“校歌”。学校ごとに違った色あいも聞き
どころです。
※サイトの閲覧及びダウンロードには料金が発生します。

お問い合わせ ： 企画調整課 ☎862-9937

お問い合わせ
行政経営課
☎ 861-5033

毎月１日・20日はノーマイカーデーです。お出かけの際は、なるべくバス・タクシー・モノレールをご利用ください。

市
は
少
子
高
齢
化
に
対
す
る
取
り
組
み
や
安
心・安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
と
い
っ
た
課
題
を
は
じ
め
、社
会
保
障
関
係
の
扶
助

費
、老
朽
化
す
る
市
営
住
宅
や
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
建
替
え
な

ど
歳
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
市
で
は
、限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
活
用
し
て
時
代
に

見
合
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、那
覇
市
経
営
改

革
推
進
計
画
を
策
定
し
、健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。

那
覇
市
経
営
改
革
推
進
計
画
は
、「
第
2
次
那
覇

市
経
営
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
平
成
17
年
度

〜
平
成
21
年
度
）」
に
続
く
、
本
市
の
経
営
改
革
の

取
り
組
み
で
す
。

基
本
理
念
や
方
針
な
ど
経

営
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方

を
ま
と
め
た
「
那
覇
市
経
営

改
革
大
綱
」
と
、
具
体
的
な

取
り
組
み
目
標
（
組
織
目
標
）

な
ど
を
ま
と
め
た
「
第
3
次
那
覇
市
経
営
改
革
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
2
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
1
参
照
）

本
計
画
は
3
つ
の
方
針
の
も
と
に
、
13
の
戦
略
、

90
の
組
織
目
標
を
設
定
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
平

成
25
年
度
の
4
年
間
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
進
捗
管
理
】

組
織
目
標
は
毎
年
達
成
状
況
を
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
追
加
・
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
各
年
度
の
達
成
状

況
と
新
た
な
組
織
目
標
の
設

定
な
ど
に
つ
い
て
は
7
月
を

め
ど
に
那
覇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
組
織
目
標
の
一
例
】

・
中
核
市
移
行
準
備
作
業
の
円
滑
な
推
進

平
成
25
年
4
月
中
核
市
移
行
の
た
め
の
計
画
の

策
定
と
実
施

・
定
員
適
正
化
計
画
に
沿
っ
た
定
数
査
定

計
画
の
下
で
の
定
員
再
配
置
目
標
値
の
達
成

・
上
下
水
道
局
窓
口
集
約
化
の
検
討

窓
口
業
務
を
主
な
業
務
と
し
た
お
客
様
サ
ー
ビ

ス
課
（
仮
称
）
な
ど
局
組
織
見
直
し
案
を
作
成

・
消
防
・
救
急
活
動
時
に
お
け
る
安
全
対
策
の
充
実

強
化

機
関
員
養
成
お
よ
び
消
防
活
動
技
術
向
上
の
た

め
の
訓
練
実
施

・
市
税
収
納
率
の
向
上

市
税
の
収
納
率
を
平
成
22
年
度
91
・
8
％
か
ら

平
成
25
年
度
92
・
3
％
（
0
・
5
％
ア
ッ
プ
）

を
目
指
す
。

・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
化
計
画
策
定

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
る
影
響
（
赤
字
増
）

な
ど
を
踏
ま
え
た
国
保
の
健
全
化
計
画
策
定

・
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

市
民
課
証
明
窓
口
の
民
間
委
託
の
検
討
と
実
施

・
生
活
保
護
適
正
化
の
推
進

適
正
保
護
推
進
員
を
配
置
し
、
担
当
者
と
連
携

し
な
が
ら
不
正
受
給
を
防
止

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
施
設
管
理
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
増
加
を
図
る

・
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

モ
デ
ル
地
区
内
の
団
体
が
参
画
し
た
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
に
取
り
組

む
・
地
域
自
治
会
の
支
援

地
域
行
事
や
交
通
安
全
・
防
犯
な
ど
に
関
す
る

活
動
へ
の
支
援

・
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
の
強
化

巡
回
指
導
を
増
加
し
、
緊
急
一
時
宿
泊
者
を
フ

ォ
ロ
ー
す
る

那
覇
市
経
営
改
革

推
進
計
画
と
は

職員定数などの適正化に努め、職員の給
料などにかかる費用の削減を図る

※職員数は、２，９５９人（平成17年度）から
２，４０６人（平成21年度）と５５３人削減。 

※収納率は、90.6%（平成17年度）から
91.7%（平成21年度）と1.1%向上。

人件費の抑制

市有地（普通財産）を売却して、自主財源
の確保を図る

市有地の売却処分広報紙およびその他の媒体を広告として
活用し、地域経済の活性化および自主財
源の確保を図る

有料広告事業の導入実施

市の自主財源の根幹となる市税の収納率
の向上に努め、市の財政体質強化を図る

市税収納率の向上
公の施設の管理を民間に任せ、民間の能
力を活用して市民サービスの向上および
経費削減を図る

指定管理者制度の導入推進

約6千万円

約14億円

約27億円

約76億円
約2千万円

第2次那覇市
経営改革アクションプラン

（平成17年度～平成21年度）
の主な財政効果について

あなたの声が

着うたに！
那覇市歌・みんなで・うた合戦
～市制施行90周年記念事業～

出場者募集！

那
覇
市
経
営
改
革
推
進
計
画
を
策
定

〜
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、歳
入
確
保
と
歳
出
減
に
努
め
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
〜

おまたせ！校歌の着うたがいよいよ全校配信♪



42011年（平成23年） 3月2011年（平成23年） 3月5

平成２３年度　主な新規事業一覧
（単位：千円）

○市制施行90周年記念事業（3,952）
○第５回世界のウチナーンチュ大会那覇市出身者交
流事業（1,254）

○証明書自動交付機拡充事業（3,000）
○協働によるまちづくり推進事業（643）
○宝くじ文化公演（441）
○国宝指定５周年記念特別展（3,000）
○金城次郎生誕百年展（6,000）
○新市民会館建設基金積立（301,050）
○特定健診受診率向上特別対策事業（18,466）
○法人保育所新規等建設補助金（572,836）
○児童クラブ賃借料補助金（1,995）
○納骨堂建設事業（22,000）
○小禄中学校校舎建設事業（960,286）
○節水器具設置事業（61,998）
○那覇市小中一貫教育モデル校設置推進事業（4,907）
○陸上競技場兼サッカー場整備実施計画調査（9,261）
○協働によるまちづくり基金積立金（100,000）
○中小企業事業者の県外・海外向け販路拡大支援事
業（4,000）

○那覇市の魚「マグロ」推進事業委託料（375）
○子宮頸がんワクチン接種緊急促進事業（209,562）
○ヒブワクチン接種事業（163,917）
○小児用肺炎球菌ワクチン接種事業（230,087）
○特別支援教育充実・特別派遣事業【幼稚園・小中学
校】（111,551）

○臨床心理士等特別配置事業【小中学校】（10,694）
○発達支援モデル事業（9,957）
○奥武山野球資料館整備事業（5,546）
○モノレール駅舎多言語表記整備事業（6,655）
○シンボルシーサー再生水設置事業（33,000）

FMレキオ（80.6MHｚ）で、市のお知らせを放送中！　火曜17時5分は“那覇消防本部”の「ＦＤなは119情報」・17時半は“なはまちなか振興課”の「ＪＵＮさんのお友達コーナー」、金曜16時は“環境部”の「にこにこエコエコ」。　みんな聞いてね♪

新たな夢を形に
～陸上競技場兼サッカー場建設へ～ 

平
成
23
年
度
施
政
方
針

2
月
那
覇
市
議
会
定
例
会
で
翁
長
市
長
が
述
べ
た

新
年
度（
平
成
23
年
度
）の
施
政
方
針
の
要
旨
を
掲
載

し
ま
す
。

※
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.city.naha.okinaw

a.jp/

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

（
巨
人
軍
キ
ャ
ン
プ
誘
致
と市

民
力
）

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
県
内

各
地
で
プ
ロ
野
球
各
球
団
の
キ

ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

「
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

那
覇
」
で
は
、
読
売
巨
人
軍
の

春
季
キ
ャ
ン
プ
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

青
少
年
の
夢
を
育
む
た
め
に

取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
、
大

き
く
花
開
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
支
持
を
得
な
が

ら
、
夢
を
こ
う
し
て
実
現
で
き

た
こ
と
に
、
私
も
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。

巨
人
軍
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
の

よ
う
に
、
夢
を
追
い
求
め
て
挑

戦
し
実
現
す
る
力
こ
そ
が
、
誇

り
と
風
格
あ
ふ
れ
る
県
都
・
那

覇
市
の
市
民
力
で
す
。

私
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の

市
民
力
が
、
着
実
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

（
地
球
環
境
へ
の
配
慮
）

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
導
入
を

促
進
し
ま
す
。

・
省
エ
ネ
エ
コ
ラ
イ
フ
の
啓
発
講

座
を
開
催
し
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
削
減
に
む
け
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

・
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
水
道

施
設
に
節
水
器
具
を
取
り
付
け
、

節
水
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
資
源
循
環
型
社
会
）

・
特
小
サ
イ
ズ
の
ご
み
袋
を
作
製

し
、
ご
み
減
量
を
推
進
し
ま
す
。

・「
エ
コ
マ
ー
ル
那
覇
」
を
竣
工

さ
せ
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
自
然
環
境
の
保
全
・再

生
・
創
造
）

・
緑
の
カ
ー
テ
ン
・
屋
上
・
壁
面

緑
化
を
支
援
し
て
、
緑
化
を
推

進
し
ま
す
。

・
標
準
学
力
調
査
な
ど
を
実
施
し

て
、
子
ど
も
達
の
学
力
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
を
、

未
実
施
の
小
学
校
区
へ
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
、「
や
る
気
・
元
気

旗
頭
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
定

着
と
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

・
天
久
小
学
校
の
開
校
に
向
け
、

施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
小
禄
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

・
安
謝
と
天
久
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
と
、
泊
、
真
嘉
比

両
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
建
設

事
業
の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま

す
。

（
文
化
の
継
承
と
発
展
）

・「
新
市
民
会
館
建
設
基
金
」

3
億
円
を
積
み
立
て
ま
す
。

・
市
制
施
行
90
周
年
事
業
と
し

て
、「
尚
家
資
料
の
国
宝
指
定
5

周
年
記
念
特
別
展
」
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

・
国
指
定
名
勝
「
伊
江
殿
内
庭

園
」、「
伊
江
御
殿
別
邸
庭
園
」、

国
指
定
史
跡
「
銘
苅
墓
跡
群
」

の
保
存
整
備
を
継
続
し
て
進
め

ま
す
。

・
壺
屋
の
国
指
定
重
要
文
化
財

「
新
垣
家
住
宅
」
は
、
全
体
の
保

存
修
理
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

よ
び
復
旧
用
資
機
材
の
備
蓄
を

進
め
ま
す
。

・
下
水
道
事
業
で
は
地
震
に
よ
る

マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止
対
策

を
進
め
ま
す
。

・
不
発
弾
の
探
査
・
処
理
に
つ
い

て
は
、
全
額
国
負
担
に
よ
る
対

応
を
強
く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

・
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

・
飲
酒
運
転
撲
滅
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
向
こ
う
5
年
間
の
那

覇
市
交
通
安
全
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

（
市
街
地
の
整
備
）

・
農
連
市
場
地
区
で
は
、
防
災
街

区
整
備
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

・
牧
志
・
安
里
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
で
は
、
に
ぎ
わ
い
あ
る

親
水
空
間
の
創
出
に
取
り
組
み

ま
す
。
シ
ン
ボ
ル
シ
ー
サ
ー
を

設
置
し
て
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
活
か
し
ま
す
。

・
真
嘉
比
古
島
第
二
地
区
で
は
、

平
成
24
年
度
の
事
業
完
了
に
向

け
、
引
き
続
き
土
地
区
画
整
理

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
久
場
川
、
石
嶺
、
宇
栄
原
の
各

市
営
住
宅
の
建
替
工
事
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。
大
名
市
営

住
宅
で
は
、
第
1
期
建
替
工
事

に
向
け
た
実
施
設
計
に
着
手
し

ま
す
。
ま
た
、
建
替
工
事
と
あ

わ
せ
て
、
市
営
住
宅
の
一
部
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、
社
会

福
祉
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
市
営
住
宅
で
は
、
改

修
工
事
や
耐
震
診
断
を
実
施
し

て
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い

ま
す
。

（
交
通
体
系
の
整
備
）

・
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
基
幹
的
公
共
交
通

の
試
行
運
行
を
行
い
ま
す
。

・
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
長
事

業
は
、
延
長
区
間
の
イ
ン
フ
ラ

部
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

・
石
嶺
線
な
ど
6
路
線
の
幹
線
道

路
の
整
備
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
配
慮
し
た
身
近
な
生
活
道
路

の
整
備
を
継
続
し
ま
す
。

・
道
路
橋
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
若
松

橋
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

・
狭
あ
い
道
路
の
舗
装
整
備
等
へ

の
助
成
金
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。

（
上
下
水
道
の
整
備
）

・
水
道
料
金
の
値
下
げ
を
行
い
ま

す
。

・
施
設
の
耐
震
化
を
見
据
え
て
、

配
水
管
布
設
工
事
や
配
水
管
布

設
替
工
事
を
行
う
ほ
か
、
配
水

系
統
の
中
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
推
進

し
ま
す
。

・
汚
水
管
布
設
整
備
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
浸
水
対
策
と
し
て

雨
水
施
設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

・
泉
崎
地
域
な
ど
で
再
生
水
の
施

設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

（
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
）

・
龍
潭
通
り
沿
線
地
区
な
ど
の
景

観
形
成
地
域
で
は
、
引
き
続
き

赤
瓦
屋
根
な
ど
へ
の
助
成
事
業

を
行
っ
て
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た

那
覇
を
演
出
し
ま
す
。

・
新
都
心
公
園
の
よ
う
な
防
災
機

能
も
備
え
た
公
園
・
緑
地
の
整

備
を
推
進
し
て
、
良
好
な
都
市

空
間
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

結
び
に

以
上
、
平
成
23
年
度
の
施
政

方
針
や
予
算
案
、
主
要
事
業
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

（
興
南
高
校
の
栄
誉
を
糧
に
）

昨
年
、
興
南
高
校
野
球
部
が

史
上
6
校
目
と
な
る
甲
子
園
春

夏
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
ま
し

た
。
多
く
の
市
民
が
感
動
と
喜

び
に
湧
き
ま
し
た
が
、
私
は
、

試
合
に
出
る
機
会
の
な
か
っ
た

生
徒
も
含
め
た
部
員
全
員
に
、

「
那
覇
市
民
栄
誉
賞
」
の
記
念

メ
ダ
ル
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
栄
誉
を
称
え
る
だ
け
で
な

く
、
夢
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん

だ
証
と
し
て
、
部
員
一
人
ひ
と

り
の
人
生
の
中
で
心
の
支
え
と

な
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
た

も
の
で
す
。

先
行
き
不
透
明
感
が
漂
う
中

に
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
は
、
青

少
年
の
夢
を
育
む
取
り
組
み
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

未
来
へ
の
希
望
を
育
む
努
力
は

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
興
南
高
校
の
栄
誉

を
糧
に
、
少
年
野
球
の
子
ど
も

た
ち
や
市
民
も
、私
や
職
員
も
、

少
し
で
も
同
じ
よ
う
に
夢
と
感

動
を
与
え
ら
れ
る
存
在
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
新
た
な
夢
を
形
に
）

ス
ポ
ー
ツ
で
輝
く
青
少
年
の

瞳
を
見
な
が
ら
、
私
は
、
市
政

運
営
の
総
括
に
向
け
、
進
取
果

敢
に
行
動
す
る
時
が
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

夢
を
形
に
す
る
施
策
の
新
た

な
一
歩
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
少

年
た
ち
の
夢
と
熱
意
に
応
え

て
、
J
リ
ー
グ
の
公
式
戦
が
開

催
可
能
な
競
技
場
の
建
設
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

風
格
あ
る
県
都
・
那
覇
市
、

日
本
一
の
那
覇
市
、
夢
は
大
き

く
、理
想
は
高
く
掲
げ
な
が
ら
、

私
は
市
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も

に
歩
み
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ

き
ま
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ま

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
結
び
の

言
葉
と
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
2
月
15
日

那
覇
市
長　
翁
長
雄
志

・
農
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
各
種

助
成
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

・
市
の
魚
「
マ
グ
ロ
」
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
水
産
業
に
対
す
る
市
民
の

関
心
を
高
め
ま
す
。

（
ま
ち
の
活
性
化
）

・
那
覇
市
頑
張
る
マ
チ
グ
ヮ
ー
支

援
基
金
を
活
用
し
、
中
心
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り

組
み
ま
す
。

・
路
上
喫
煙
防
止
条
例
の
周
知
と

喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

（
就
労
支
援
・
相
談
体
制
）

・
Ｉ
Ｔ
産
業
に
お
け
る
適
材
適
職

に
よ
る
就
労
と
定
着
率
の
向
上

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

・
就
職
相
談
お
よ
び
各
種
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
を
開
催
し
て
、
一
人
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

（
市
制
施
行
90
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
）

平
成
23
年
度
は
、
市
制
施
行

90
周
年
の
た
い
へ
ん
大
き
な
節

目
の
年
と
な
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
十
年
の
市
政
運
営
に
携
わ
っ

て
き
た
私
自
身
に
と
っ
て
も
、

大
き
な
思
い
入
れ
の
あ
る
年
で

す
。就

任
当
初
、
住
民
と
の
対
話

と
信
頼
関
係
の
構
築
に
よ
っ
て

完
成
さ
せ
た
「
那
覇
・
南
風
原

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
や
新
最

終
処
分
場
「
那
覇
エ
コ
ア
イ
ラ

ン
ド
」
に
つ
い
て
は
、
今
振
り

返
っ
て
み
て
も
、
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
の
社
会
資

本
や
市
街
地
の
整
備
も
進
み
、

新
都
心
地
区
の
変
遷
を
見
て
も
、

こ
の
十
年
で
、
那
覇
の
街
は
飛

躍
的
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
本
市
は
、
沖
縄
県

の
中
心
都
市
と
し
て
、
さ
ら
に

進
化
を
続
け
て
い
く
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

迎
え
る
90
周
年
の
節
目
は
、

「
那
覇
市
制
施
行
90
周
年
記
念
事

業
」
を
行
っ
て
、
本
市
の
さ
ら

な
る
発
展
へ
と
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

私
は
就
任
当
初
か
ら
、「
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
て
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

柱
と
な
る
の
は
、「
人
と
人
が
支

え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り
」
で
す
。

「
人
と
人
が
支
え
あ
う
仕
組
み

づ
く
り
」
は
、
困
っ
て
い
る
人

を
見
つ
け
た
ら
助
け
る
と
い
う
、

良
い
意
味
で
「
お
せ
っ
か
い
」

な
心
遣
い
や
思
い
や
り
の
心
を

広
め
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。日

頃
か
ら
街
中
に
、
思
い
や

り
が
あ
ふ
れ
て
い
る
「
お
せ
っ

か
い
な
街
・
那
覇
市
」
を
め
ざ

し
ま
す
。

（
い
い
暮
ら
し
よ
り

楽
し
い
暮
ら
し
を
）

景
気
の
低
迷
と
国
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
見
て
も
、
市
政
運

営
は
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
一
方
で
、
地
球
規
模
の

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
求
め

て
い
ま
す
。

私
は
折
に
触
れ
、「
い
い
暮
ら

し
よ
り　

楽
し
い
暮
ら
し
を
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
経
済
発

展
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

生
き
が
い
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
へ
の
転
換
を
目
指
す
も
の
で

す
。全

国
一
高
い
失
業
率
の
沖
縄

で
、
こ
の
価
値
観
を
広
め
る
こ

と
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
減
量
の
実

績
か
ら
見
て
も
、
市
民
意
識
の

高
い
那
覇
市
民
で
あ
れ
ば
、
実

現
で
き
る
も
の
と
私
は
確
信
し

て
い
ま
す
。

（
平
和
と
基
地
問
題
に
つ
い
て
）

私
た
ち
の
平
和
に
対
す
る
想

い
、
安
全
に
暮
ら
し
た
い
と
い

う
願
い
は
、
昨
年
の
4
・
25
県

民
大
会
で
も
明
ら
か
で
す
。

大
会
で
確
認
し
た
「
県
民
の

心
を
ひ
と
つ
に
」、「
沖
縄
か
ら

日
本
を
変
え
る
」
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
県

内
に
あ
る
米
軍
基
地
の
整
理
縮

小
を
求
め
る
私
た
ち
の
要
求
は
、

日
米
安
保
に
よ
る
基
地
負
担
の

均
衡
と
い
う
点
か
ら
も
、
正
当

な
要
求
で
す
。

そ
の
こ
と
を
国
に
認
め
さ
せ
、

日
本
全
体
で
沖
縄
の
基
地
問
題

や
日
本
の
安
全
保
障
の
問
題
を

考
え
て
い
く
流
れ
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
、
大
切
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
中
核
市
へ
の
移
行
と

時
代
を
見
据
え
た
市
政
運
営
）

地
域
主
権
の
高
ま
り
、
地
方

分
権
の
流
れ
が
加
速
す
る
中
で

一
歩
先
を
見
据
え
た
対
応
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
核
市
へ
の
移
行
も
、
そ
の
ひ

と
つ
で
す
。

そ
れ
は
、
理
想
の
地
方
自
治
、

住
民
自
治
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
職
員
の
意
識
改
革
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
推

し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

先
し
て
国
に
働
き
か
け
て
き
ま

し
た
。
問
題
解
決
の
た
め
、
国

に
是
正
を
強
く
要
求
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
主
要
事
業
）

（
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
）

・「
協
働
大
使
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、
市
民

協
働
推
進
課
に
代
わ
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
協
働
推
進
課
を
新
設

し
ま
す
。

・「
跳
び
だ
せ
！
市
長
室
」
な
ど

に
よ
っ
て
、
市
民
と
の
対
話
を

進
め
る
と
と
も
に
、「
な
は
市
民

協
働
大
学
」
を
継
続
し
ま
す
。

・
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
活

動
を
応
援
す
る
た
め
、「
那
覇
市

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

基
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

・「
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ

デ
ル
事
業
」
は
、
モ
デ
ル
地
区

を
追
加
公
募
し
、
取
り
組
み
を

広
げ
ま
す
。

（
幸
せ
感
の
あ
る
ま
ち
の
創
出
）

・
市
民
生
活
安
全
課
を
新
設
し
て

相
談
業
務
の
拡
充
に
取
り
組
み

ま
す
。

・「
消
費
生
活
カ
レ
ッ
ジ
」
で
「
消

費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
育
成
し
、

消
費
生
活
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

（
平
和
交
流
・
男
女
共
同
参
画
）

・「
第
5
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
大
会
」
に
合
わ
せ
て
、
那

覇
市
出
身
者
交
流
事
業
を
実
施

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と

平
和
交
流
の
絆
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

・「（
仮
称
）
鏡か

が
み
ず水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
」
を
竣
工
さ
せ
ま

す
。

（
市
民
に
開
か
れ
た効

率
的
な
行
政
）

・
平
成
25
年
4
月
の
移
行
に
向
け

て
、「
中
核
市
推
進
事
業
」
を
進

め
ま
す
。

・
証
明
書
自
動
交
付
機
を
久
茂

地
、
真
和
志
両
地
区
に
各
1
台

設
置
す
る
と
と
も
に
、
自
動
交

付
機
を
利
用
す
る
場
合
の
交
付

手
数
料
を
引
き
下
げ
、
窓
口
の

混
雑
解
消
に
つ
な
げ
ま
す
。

輪
番
制
病
院
や
小
児
救
急
医
療

病
院
に
対
す
る
運
営
補
助
を
継

続
し
ま
す
。

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
）

・
サ
ー
ビ
ス
介
助
セ
ミ
ナ
ー
、
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
す
。

・「
発
達
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
し
、「
発
達
障
が
い
者
・
児

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
」

を
軌
道
に
乗
せ
、
効
果
的
な
支

援
体
制
づ
く
り
に
繋
げ
ま
す
。

・
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
発
達
障

が
い
児
や
生
徒
な
ど
に
対
応
す

る
ヘ
ル
パ
ー
や
臨
床
心
理
士
な

ど
を
増
員
し
ま
す
。

（
と
も
に
生
き
る
心
を
育
て
る
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
地
域
の
支
え
あ
い
）

・「
支
え
合
い
の
輪
づ
く
り
」
を

進
め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数

確
保
の
た
め
、
各
地
域
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
推
薦
準
備
会

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

（
自
立
を
支
援
す
るサ

ー
ビ
ス
提
供
）

・
地
域
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
や
、「
高
齢
者
公
共
交
通
割

引
制
度
」
を
継
続
し
て
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

・
障
が
い
者
の
就
労
を
支
援
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
居
宅
や

施
設
に
お
け
る
身
体
的
な
介
護
、

生
活
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

・「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研

修
・
派
遣
事
業
」
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

予
算
編
成
と
主
要
事
業

「
心
地
よ
い

  

つ
な
が
り
で
つ
く
る

自
治・協
働・平
和
都
市
」

「
地
域
力
を
活
か
し
、

生
き
が
い
を
も
っ
て

支
え
あ
う
健
康
都
市
」

「
人・自
然・地
球
に

や
さ
し
い
環
境
共
生
都
市
」

「
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、

ゆ
た
か
な
学
習・文
化
都
市
」

「
人
も
、ま
ち
も
活
き
い
き
、

美
ら
島
の
観
光
交
流
都
市
」

「
安
心
、安
全
で
快
適
な

亜
熱
帯
庭
園
都
市
」

す
る
教
育
と
保
育
の
拡
充
に
取

り
組
み
ま
す
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
学
校
内

へ
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
運

営
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
家

賃
な
ど
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

・
認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
に

伴
う
園
舎
新
設
や
、
老
朽
化
し

た
認
可
園
の
増
改
築
を
推
進
し

ま
す
。

・
宇
栄
原
保
育
所
の
建
替
え
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
、

拠
点
保
育
所
と
し
て
の
機
能
を

整
備
し
ま
す
。

・
認
可
外
保
育
施
設
に
対
す
る
教

材
費
な
ど
の
扶
助
を
充
実
さ
せ
、

支
援
を
強
化
し
ま
す
。

（
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た

環
境
づ
く
り
）

・
小
中
一
貫
教
育
の
全
市
導
入
に

向
け
、
審
議
会
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
神
原
中
学
校
区
で
は
、

モ
デ
ル
校
実
施
の
準
備
を
進
め

ま
す
。

・
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
や
地
域
住
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
整
備

の
観
点
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

（
平
成
23
年
度
予
算
編
成
）

一
般
会
計
予
算
は
、
1
，

2
4
1
億
5
千
万
円
で
、
対
前

年
度
比
0
・
15
％
の
微
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出
予
算
で
は
、
生
活
保
護

費
な
ど
の
扶
助
費
が
自
然
増
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
義
務
的

経
費
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
予
算
に
お
い
て
は
、
市

税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金

な
ど
が
、
対
前
年
度
比
で
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て

約
23
億
円
の
収
支
不
足
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
を
約
21
億
円
、

減
債
基
金
を
2
億
円
、
取
り
崩

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

企
業
会
計
を
除
く
特
別
会
計

予
算
は
、
総
額
6
3
6
億
6
，

2
3
3
万
6
千
円
、
対
前
年
度

比
1
・
5
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
別
会
計
予
算
増
額
の

要
因
は
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

前
期
高
齢
者
財
政
調
整
制
度
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
平
成
22
年

度
の
累
積
赤
字
が
約
30
億
円
に

達
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
全
国
の
状
況
と

は
裏
腹
に
、
沖
縄
県
下
の
国
保

財
政
に
対
し
て
、
特
に
深
刻
な

影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
、
た

い
へ
ん
重
大
な
問
題
で
す
。

本
市
は
、
制
度
の
問
題
を
最

初
に
国
に
指
摘
し
、
私
も
市
長

会
会
長
と
し
て
問
題
解
決
を
率

・
市
内
の
巨
木
・
巨
樹
調
査
の
結

果
を
活
用
し
た
環
境
学
習
会
を

行
い
、
自
然
環
境
の
保
全
の
意

識
や
関
心
を
高
め
ま
す
。

（
衛
生
的
な
環
境
の
確
保
）

・
犬
・
猫
の
飼
い
方
指
導
な
ど
を

実
施
し
、
飼
い
犬
の
登
録
を
進

め
る
と
と
も
に
、
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
率
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

・「
那
覇
市
墓
地
等
に
関
す
る
基

本
方
針
」
に
基
づ
き
、
墓
地
行

政
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
都
市
防
災
と
防
犯
）

・「
那
覇
市
災
害
ユ
イ
マ
ー
ル
登

録
普
及
促
進
事
業
」
を
継
続
し

ま
す
。

・
水
道
事
業
で
は
、
応
急
給
水
お

（
健
康
づ
く
り
と地

域
医
療
の
充
実
）

・「
健
康
な
は
21
」
に
基
づ
い
た
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
重
症
化

対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

・
妊
婦
健
診
に
ヒ
ト
細
胞
白
血
病

ウ
ィ
ル
ス
Ⅰ
型
抗
体
検
査
を
追

加
し
ま
す
。

・「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
」
の

受
診
率
向
上
の
た
め
、
日
曜
日

健
診
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

・
地
域
医
療
支
援
病
院
と
な
っ
た

那
覇
市
立
病
院
を
中
核
と
し
て
、

地
域
医
療
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

・
那
覇
市
立
病
院
な
ど
の
病
院
群

（
生
涯
学
習
と

地
域
の
教
育
力
の
向
上
）

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
設
備
を
持

つ
、
牧
志
駅
前
ほ
し
ぞ
ら
公
民

館
・
図
書
館
を
開
館
さ
せ
、
地

域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と

し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
奧
武
山
野
球
資
料
館
に
は
、
春

夏
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
た
興

南
高
校
の
栄
誉
を
後
世
に
伝
え

る
映
像
資
料
を
整
備
し
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
と

就
学
前
教
育
・
保
育
）

・
平
成
24
年
度
開
校
予
定
の
天
久

小
学
校
に
幼
保
総
合
施
設
を
整

備
し
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
対

（
産
業
の
振
興
）

・
通
訳
サ
ポ
ー
ト
の
派
遣
な
ど
、

外
国
人
観
光
客
の
受
入
環
境
の

整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

・「
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
舎
多
言
語
表

記
整
備
事
業
」
を
行
な
い
ま
す
。

・
那
覇
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
や
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
活
用
し
た

地
域
散
策
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

・
読
売
巨
人
軍
の
春
季
キ
ャ
ン
プ

受
入
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
市
内
中
小
企
業
者
の
扱
う
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
県
外
・
海
外

へ
の
販
路
拡
大
に
対
す
る
支
援

事
業
を
開
始
し
ま
す
。

・
情
報
通
信
関
連
企
業
を
中
心
に

企
業
誘
致
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｔ
創
造
館
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
活
用
し
た

新
規
創
業
を
支
援
し
ま
す
。
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日時・期間 お問い合わせ 対象
会場・場所 お申し込み 期間
内容 費用 定員

◆講座・催しものなどで特に記載のないものは
　誰でも参加可（申し込み不要）です。

情報PACKパ ッ ク

地方独立行政法人

那覇市立病院 ☎884-5111（代表）
www.nch.naha.okinawa.jp/

■救急診療（365日・24時間診療）

■外来診療日割表　※眼科は完全予約制です。

「○」初診・予約外の患者さんは、診療予定人数に達し次第受付終了。
「◎」午前･午後とも診療　「△」午前のみ診療　「一」休診
歯科口腔外科の初診、整形外科の水・金の午前の初診、脳神経外科の水の午前は
紹介状持参の方のみ受付。

診療日時 診察場所
月～金　8:45～17:00 1階　総合受付
上記以外の時間 地下１階　急病センター

内

科

小

児

科

外

科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

皮

膚

科

リ
ハ
ビ
リ
科

ひ
尿
器
科

耳
鼻
咽
喉
科

眼

科

産
婦
人
科

歯
科
口
腔
外
科

月 ○ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △
火 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ △
水 ○ △ ◎ ○ △ △ ◎ ◎ △ ◎ ◎ △
木 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ △
金 ○ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ △ △ ◎ △

日 催　　　物 開　演 入場料
テンブスホール（４階）

5日（土） 平成22年度沖縄県伝統芸能公演 19時 2,500円
10日 17日
24日 31日

（木）

『木曜芸能公演 百花繚乱
～Ryukyu Performance～』
※24日は19時公演のみ

17時/19時
大人：1,260円
中高生：1,050円
シニア：630円

12日（土）
ONE NIGHT ONLY Vol.2
奈良ゆみ
一夜限りのパリの風
～歌う女 Solo Voice～

19時
大人
2,500円
高校生以下
1,800円

20日（日）
沖縄国際アジア音楽祭
MUSIX
ジャズコラボレーション
アジアの中の沖縄

18時（予定） 2,500円

テンブスギャラリー（3階）
2日（水）～
6日（日）

第2回シュガーケーキ
作品展 10時～18時 無　料

12日（土）、
13日（日）

第19回あけもどろ総合
文化祭
“花・遊ぶ”いけばな展

10時～18時 400円

ぶんかテンブス館
那覇市 開館時間 ： 9時～22時

☎868-7810 http://tenbusu.jp/

「公的介護保険制度」について考えるシンポジウム
【コーディネーター】山城 紀子 （フリージャーナリスト）
【パネリスト】仲本 しのぶ （市民介護相談員なは　代表）
 片山 伸二 （那覇市地域包括支援センター所長）
 調 整 中 （ケアマネジャー）
3月26日（土）14時～16時　 関心のある方
50人（先着順）※一時保育（2歳児以上）、
　手話通訳の申し込みは3月23日（水）17時まで。

利用時間：月～金の9時～21時
※土曜日（9時～17時）
　日曜、祝日休館

☎951-3203　6951-3204

なは女性センター
（銘苅庁舎１階）

※上記以外にも催物があります。またお得な前売券もあります。詳しくはお問い合わせ
ください。

お
し
ら
せ

市
民
課
、学
務
課
臨
時
窓
口
開
設

転
出
入
の
集
中
す
る
こ
の
時
期
に
、土・日
の
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

【
開
設
日
時
】

3
月
26
日（
土
）、27
日（
日
）、4
月
2
日（
土
）、3

日（
日
）各
9
時
〜
17
時

【
開
設
窓
口
の
業
務
内
容
】

●
市
民
課（
仮
庁
舎
A
棟
1
階
）

①
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付

②
住
民
異
動
届
に
伴
う
手
続
き

③
国
保
や
国
民
年
金
の
加
入
、喪
失
受
付

④
印
鑑
登
録

⑤
出
生
届
、婚
姻
届
な
ど
戸
籍
届
け
出
の
受
付

市
民
課
☎
8
6
2・3
2
7
4

●
学
務
課（
と
ま
り
ん
2
階
）

　
新
入
学
手
続
き
、指
定
校
変
更
手
続
き

※
保
護
者
の
身
分
証
明
書
お
よ
び
印
鑑
を
持
参

※
車
で
来
庁
の
場
合
、と
ま
り
ん
立
体
駐
車
場
の

1
時
間
無
料
券
を
発
行
し
ま
す
。

学
務
課
☎
8
9
1・3
5
0
5

な
は
し
就
職
な
ん
で
も
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

求
人
情
報
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、

就
職
相
談
や
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
、

さ
ら
に
社
会
福
祉
士
に
よ
る
生

活
相
談
も
行
って
い
ま
す
。

求
職
中
の
み
な
さ
ん
、お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

牧
志
3
丁
目
3
番
4
号

（
牧
志
公
設
市
場
雑
貨
部
内
）

※
平
日
10
時
〜
18
時
開
所

な
は
し
就
職
な
ん
で
も
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
8
6
1・0
0
6
5

区
画
整
理
課
の
事
務
所
が
移
転
し
ま
す

区
画
整
理
課
の
事
務
所
が
、3
月
7
日（
月
）以

降
、真
嘉
比
古
島
第
二
土
地
区
画
整
理
地（
字
真

嘉
比
3
4
3
の
13
）か
ら
銘
苅
庁
舎
5
階
に
移
転

し
ま
す
。電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

区
画
整
理
課
☎
8
6
2・9
1
3
7

家
族
そ
ろ
っ
て

「
交
通
災
害
共
済
」に
加
入
し
ま
せ
ん
か

5
0
0
円
の
掛
け
金
で
、い
ざ
と
い
う
時
、最
高

1
0
0
万
円
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。※
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
加
入
資
格
】①
那
覇
市
に
居
住
し
、住
民
登
録
、

外
国
人
登
録
し
て
い
る
方　
②
①
の
扶
養
者
で
就

学
の
た
め
に
本
市
外（
日
本
国
内
）に
居
住
し
て
い

る
方

【
加
入
方
法
】市
内
各
金
融
機
関
お
よ
び
、仮
庁

舎
、3
支
所
窓
口
で
加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、各
金
融
機
関
で
掛
け
金
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。※
な
お
前
年
度
加
入
世
帯
に
つ
い
て

は
、加
入
申
込
書
を
郵
送
予
定
で
す
。

市
民
協
働
推
進
課
☎
8
6
2・9
9
5
5

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

発
行
手
数
料
は
3
月
31
日
ま
で
無
料
で
す

顔
写
真
付
き
の
公
的
な
身
分
証
で
あ
る
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
、も
う
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。現
在

無
料
で
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、4
月
1
日
か
ら

は
発
行
手
数
料
に
5
0
0
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

無
料
の
期
間
内
に
、是
非
お
作
り
く
だ
さ
い
。

【
申
請
場
所
】仮
庁
舎
A
棟
1
階
4
番
窓
口
、ま
た

は
各
支
所

市
民
課
☎
8
6
2・3
2
7
4

平
成
23
年
度
市
民
税・県
民
税
兼
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告
は
3
月
15
日
ま
で
に
！

3
月
15
日（
火
）ま
で
。平
日
9
時
〜
16
時
受
付

※
3
月
13
日（
日
）の
み
、休
日
も
受
付
け
ま
す
。

な
お
、最
終
日
は
混
雑
し
ま
す
の
で
早
目
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

市
民
税
課
☎
8
6
1・3
3
2
8

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は〝
許
可
〞

　
飼
う
時
は〝
登
録
〞が
必
要
で
す

メ
ジ
ロ
は
申
請
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、捕
獲
し
た

り
飼
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、一世

帯一羽
の
み
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
。違
反
し
た
場
合

は
法
律
に
よ
り
懲
役
、ま
た
は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。必
ず
環
境
保
全
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

環
境
保
全
課
☎
9
5
1・3
2
2
9

募
集

①
市
広
報
紙・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
枠
売
買
の

一般
競
争
入
札
参
加
者
募
集

②「
広
報
な
は・市
民
の
友
」印
刷
製
本
業
務

の
条
件
付
き一般
競
争
入
札
参
加
者
募
集

【
①
②
の
申
請
書
配
付
】3
月
14
日（
月
）ま
で
。秘

書
広
報
課
広
報
グ
ル
ー
プ（
仮
庁
舎
B
棟
2
階
）で

直
接
受
け
取
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

【
①
②
の
申
請
書
提
出
期
限
】3
月
14
日（
月
）17

時
15
分
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
グ
ル
ー
プ
へ
提

出
※
詳
し
く
は
秘
書
広
報
課
ま
で

秘
書
広
報
課
☎
8
6
2・9
9
4
2

市
庁
舎
弁
当
販
売
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
昼
食
時
に
お
け
る
仮
庁
舎
、銘
苅
庁

舎
で
の
弁
当
販
売
業
者
選
定
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

【
参
加
資
格
】左
記
①
〜
③
の
全
て
を
み
た
す
方

①
食
品
衛
生
法
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と

②
個
人
の
場
合
、市
内
に
事
務
所
が
あ
り
、か
つ
市

内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。法
人
の
場
合
は
、市
内

に
事
務
所
が
あ
る
こ
と

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

【
参
加
受
付
】
3
月
1
日（
火
）〜
11
日（
金
）

管
財
課（
銘
苅
庁
舎
2
階
）

【
選
定
日
】
3
月
14
日（
月
）14
時

I
T
会
議
室

（
銘
苅
庁
舎
2
階
）

管
財
課
☎
8
6
2・9
9
0
4

家庭の問題・ドメスティックバイオレンスなど、女性の抱える様々な相談に応じます。　ダイヤルうない☎861-7515

那
覇
市
を
名
乗
っ
た

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

先
日
市
民
か
ら
、「
毛
細
血
管
な
ど
の
確
認
が

出
来
る
検
査
を
受
け
ま
せ
ん
か
？
」と
市
役
所

を
名
乗
っ
た
電
話
が
あ
り
、最
終
的
に
は
水
や

サ
プ
リ
の
悪
質
な
訪
問
販
売
を
さ
れ
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
訪

問
販
売
は一切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う

な
不
審
な
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、市
民
生
活

相
談
室（
☎
8
6
2・3
2
7
8
）に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

健
康
推
進
課
☎
8
6
2・9
0
1
6



健
康づ
くりは食事から！

こだわり
の

レシピ

2011年（平成23年） 3月7

日 催　　　　物 開演 入場料

6（日）第19回あけもどろ総合文化祭詩吟部会「詩吟の夕べ」 18:00 1,000円

12（土）第19回あけもどろ総合文化祭邦楽部会「邦楽の夕べ」 18:30 1,000円

13（日）
第19回あけもどろ総合文化祭
琉球王朝禮楽部会
山内盛彬生誕120年記念公演
「琉球王朝禮楽2011」

15:00 前売2,000円
当日2,500円

14（月）ヴンダーランドWunderland 19:00 前売1,000円
当日1,500円

16（水）武蔵野音楽大学卒業演奏会 19:00 一般1,000円
学生500円

17（木）第６回　歌の会 19:00 500円

18（金）
第19回あけもどろ総合文化祭
演劇部会ウチナー芝居
「子別れ峠」作：松茂良興栄
「ヒィファ小」作：伊良波尹吉

19:00 前売2,000円
当日2,500円

19（土）第30回開南小吹奏楽部　発表会 16:00 500円
20（日）第31回ダイトウ音楽院発表会 13:30 無料
21（月）弦楽アンサンブルの夕べ 19:00 800円
25（金）第45回合唱部定期演奏会 18:30 300円
26（土）松島小学校金管バンド部　第一回演奏会 14:00 300円

（パレットくもじ9階）
☎8 6 9 - 4 8 8 0  8 6 9 - 4 8 8 3
開館時間:9時～22時/火曜休館

日 展示室 催　　　　物

3/1（火）
～6（日） 全室

那覇市文化協会 第19回あけもどろ総合文化祭
美術工芸・写真・フラワーデザイン合同展
〈絵画・彫刻・陶芸・染・写真・フラワーデザイン〉

3/8（火）
～13（日） 全室

那覇市文化協会 第19回あけもどろ総合文化祭
書道・生活美術合同展
〈書・人形・ちぎり絵・押し花・琉球てまり・他〉

3/15（火）
～20（日）

第一 フォト琉球の光　写真展〈写真〉
第二 祈りのカタチ〈漆芸〉
第三 第４回　水彩画ふれーむ展〈絵画〉

3/22（火）
～27（日）

第一 第３回　フォトサークル彩　写真展〈写真〉
第二 第１４回　ネオ・パレット会展〈絵画〉
第三 第３４回　神原フォートクラブ写真展〈写真〉

3/29（火）
～4/3（日）

第一 イタリアの風・与那嶺　幸也　絵画展〈絵画〉
第二 大伴　由美子　湧画展〈絵画〉
第三 金城　明一　絵画展〈絵画〉

（パレットくもじ6階） ☎867-7663
開館時間：10時～19時/月曜休館那覇市民ギャラリー

※主催者・催物の都合により変更することもあります。

日 催　　　　物 開演 入場料

大
ホ
ー
ル

5（土）沖縄タイムス社「2011年ご入学おめでとう大会」 13:30 無　料

6（日）琉球箏曲興陽会那覇支部「研究発表会箏曲公演」 18:00 1,500円

12（土）那覇市民吹奏楽団「第12回演奏会」 18:30 大人800円
小人500円

13（日）小禄高等学校吹奏楽部「第31回定期演奏会」 18:00 大人500円
学生300円

19（土）
那覇市文化協会
第19回あけもどろ総合文化祭
琉球民謡芸能部会「琉球民謡と舞の肝心」

16:00 1,000円

20（日）
那覇市文化協会
第19回あけもどろ総合文化祭
古典芸能部会「古典芸能～歌と踊り～」

18:00 1,500円

25（金）沖縄尚学高校合唱部「定期演奏会」　　　　　　 19:00 500円

26（土）朋オフィス 朋里會子コンサート「柊野別れ・あなたに咲いた花」 18:00 4,000円

27（日）首里高等学校吹奏楽部「第46回定期演奏会」 18:30 350円

30（水）那覇高等学校吹奏学部「第42回定期演奏会」 18:00 大人600円
学生300円

中
ホ
ー
ル

6（日）
那覇市文化協会
第19回あけもどろ総合文化祭
社交ダンス部会「社交ダンスの夕べ」

18:30 2,500円

12（土）
沖縄弁護士会
日弁連貧困問題全国キャラバン
「無くせ貧困！市民大集会」

13:30 無　料

23（水）

大巷書芸會
「書道の展示会」 10:00 無　料

24（木）
25（金）
26（土）

27（日）スタジオYOU「おでかけライブin沖縄」 11:00 パンフレット代
500円

☎855-5081 6855-5089
開館時間：9時～22時/火曜休館市 民 会 館

※市民会館向かいの赤十字病院の駐車場が利用できます。（有料）

市が認証する「健康づくり協力店」のこだわりのレシピ紹介

■健康づくり協力店

特定健診課
☎862－0564

腹囲８５ｃｍ以上（内臓脂肪蓄積） 

中性脂肪が高くなる 

年齢  40歳････････ 46歳 ････････････････････ 57歳

血圧が高くなる 

LDLコレステロールが高くなる
血糖が高くなる 

４0歳から肥満

動脈硬化の危険
因子が増えてきた 突然倒れ、57歳で

 ≪心筋梗塞≫発症

心
筋
梗
塞
発
症

検
査
結
果

観
光
課
☎
8
6
2・3
2
7
6

劇
団
O
．Z
．E
の
公
演
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

【
公
演
作
品
】「
修
学
旅
行
」
①
3
月
17
日

（
木
）、18
日（
金
）19
時
30
分
開
演
②
3
月
19
日

（
土
）〜
21
日（
月
）14
時
お
よ
び
19
時
開
演

ア
ル
テ
崎
山
ウ
ォ
ー
バ
A
ホ
ー
ル

文
化
振
興
課
☎
8
3
1・8
4
0
1

　
劇
団
O
．Z
．E（
オ
ゼ
）☎
8
6
6・6
1
1
8

健
康
福
祉

は
し
か・風
し
ん（
M
R
）の

3
期・4
期
の
集
団
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

乳
幼
児
期
に
接
種
し
た
こ
と
の
あ
る
お
子
さ
ん
も
、

こ
の
機
会
に
2
回
目
の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。特

に
麻
し
ん
は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、学
校
閉
鎖

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
る
怖
い
病
気
で
す
。

3
月
20
日（
日
）、27
日（
日
）

　
9
時
30
分
〜
11
時
、13
時
30
分
〜
16
時

那
覇
市
立
病
院
3
階
講
堂

【
対
象
者
】

○
3
期（
平
成
9
年
4
月
2
日
〜
平
成
10
年
4
月

1
日
生
ま
れ
）

○
4
期（
平
成
4
年
4
月
2
日
〜
平
成
5
年
4
月

1
日
生
ま
れ
）

委
託
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ

う
。期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
約
1
万
円
の
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。　

健
康
推
進
課
☎
8
6
2・9
0
1
6

④
商
品
の
安
定
供
給
が
で
き
る
方

【
資
料
配
布
期
間
】3
月
1
日（
火
）〜
4
日（
金
）

3
月
7
日（
月
）〜
9
日（
水
）

な
は
ま
ち
な
か
振
興
課
☎
8
6
3・1
7
5
0

家
族
相
談
員
養
成
講
習
会

お
よ
び
家
族
勉
強
会
開
催

3
月
5
日（
土
）10
時
〜
12
時
、3
月
12
日（
土
）

10
時
〜
16
時
30
分　

古
波
蔵
ふ
れ
あ
い
館
1
階　

家
族
や
精
神
障
が
い
者
が
元
気
に
な
る
た
め
の

講
話
な
ど　

心
療
内
科
や
精
神
科
に
通
院
し
て

い
る
方
の
ご
家
族　

30
人　

無
料　

電
話

で
申
し
込
み
※
先
着
順

精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ん
く
る
☎
8
3
6・6
9
7
1

催
し
物

「
ペッ
ト
の
飼
い
方
相
談
会
」開
催

3
月
6
日（
日
）
国
際
通
り
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

モ
ー
ル
内
※
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
か
ら
安
里
向
け

1
7
0
メ
ー
ト
ル
。の
ぼ
り
が
目
印
で
す
。

環
境
保
全
課
☎
9
5
1・3
2
2
9

「
第
3
回
沖
縄
国
際
映
画
祭
」開
催

第
3
回
と
な
る
今
年
、「
笑
い
と
平
和
」を
テ
ー
マ

に
沖
縄
国
際
映
画
祭
を
開
催
し
ま
す
。

3
月
18
日（
金
）〜
27
日（
日
）

（
第
1
会
場
）宜
野
湾
市　

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺

　
（
第
2
会
場
）那
覇
市　
新
都
心・桜
坂
劇
場・

国
際
通
り
周
辺
、北
谷
町　
小
中
学
校（
予
定
）

（
財
）那
覇
市
育
英
会
貸
与
生
募
集

3
月
1
日（
火
）よ
り
、と
ま
り
ん
2
階
に
あ
る

（
財
）那
覇
市
育
英
会
で
募
集
要
項
を
配
布
し
ま

す
。

【
貸
与
金
額（
月
額
）】

県
内
大
学
等（
3
万
円
）・県
外
大
学
等（
5
万
円
）

【
応
募
資
格
】

①
引
き
続
き
1
年
以
上
沖
縄
県
に
住
所
を
有
す

る
者
の
子
弟
で
、学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
短
大
を
含
む
）お
よ
び
、大
学
院
な
ら
び
に
高

等
専
門
学
校（
4
年
、5
年
在
学
に
限
る
）に
在

学
し
て
い
る
方
。

②
学
業
、人
物
と
も
に
優
秀
で
あ
り
、学
資
の
支
払

い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

20
人　

4
月
1
日（
金
）〜
28
日（
木
）

（
財
）那
覇
市
育
英
会
☎
9
8
8・3
6
8
8

公
設
市
場
の
空
き
小
間
募
集

【
募
集
市
場
お
よ
び
募
集
空
き
小
間
】

●
牧
志
公
設
市
場

・衣
料
部（
呉
服
、衣
料
品
な
ど
の
販
売（
小
売
））

・雑
貨
部

 （
日
用
雑
貨
品
、化
粧
品
な
ど
の
販
売（
小
売
））

●
第一牧
志
公
設
市
場

・1
階（
精
肉
、鮮
魚
な
ど
の
販
売（
小
売
））

【
対
象
者
】左
記
①
〜
④
全
て
を
み
た
す
方

①
個
人
で
本
市
居
住
1
年
以
上
、満
20
歳
以
上
の

方
②
市
税
の
滞
納
の
な
い
方

③
使
用
す
る
小
間
に
お
い
て
専
業
可
能
な
方

ラジオ「那覇市民の時間」は毎週日曜日11：45～(ROK864ｋHz)

材料（1人分）
ごぼう（シリシリ） ･････････ 34g
片栗粉 ････････････････････････少々
ゴーヤ（4㍉スライス） ･･ 15g
レンコン（輪切り）･････････ 30g
だし汁/醤油 ････････････････少々
天ぷら粉/油 ････････････････少々
季節の野菜 ････････････約100g
茹で蕎麦 ･･･････････････････200g
ごまドレッシング ････････････9g
 （約小さじ2）
ザル蕎麦用つゆ ････････ 80cc
 （約大さじ5と1/2）

作　り　方
①　野菜は全て洗い、好みの大きさに切る。
②　だし汁と醤油を弱火にかけ、レンコンを
入れ下味をつける。

③　ごぼうに片栗粉をまぶし、油で素揚げに
しチップにする。

④　ゴーヤとレンコンは天ぷら粉を薄くまぶ
し、天ぷらにする。（南瓜や人参でも可）

⑤　蕎麦を湯がき、冷水にさらし水切り。
⑥　カレー皿に蕎麦を盛り、その上に野菜を

のせる。
⑦　ザル蕎麦用つゆ汁を上からかけ、ごまド
レッシングはお好みでかける。

調理時間10分
カロリー580Kcal　塩分3.5ｇ

創作和風そば みつまる☎866-9244 久米2-13-7　営業時間11時～21時（ 定休日:火）

お腹も快調！！「ファイバーサラダそば」

インフルエンザに気をつけよう！～手洗い・うがい・こまめな換気と、外出時はマスクを着用しましょう～健康推進課☎862-9016

お問い合わせ　健康推進課　☎862－9016

「脂肪を知る！」シリーズその3は、
です。「内臓脂肪と病気の関係！？」

内臓脂肪症候群は「一つの氷山から複数の山が突き出てい
る」状態。血圧や血糖など個々を治療するだけでは、病気の根
本となる内臓脂肪は変わりません。内臓脂肪の蓄積を放置す
ると、私たちの体はどう変化していくのでしょうか？

Aさんは内臓脂肪の蓄積を放置したままでした。健診結果が年々悪く
なり、ついに心臓の血管が詰まって倒れてしまいました。

―Aさん（57歳 男性）の17年間の体の変化―

次回は、「内臓脂肪を減らす方法」をお伝えします。

病気を予防するために重要なことは、
①内臓脂肪の蓄積を放置しない。
②食生活や運動習慣を見直し肥満を解消する。

高
血
糖

脂
質
異
常

高
血
圧

内
臓
脂
肪
症
候
群

内臓脂肪の蓄積 

悪い生活習慣 
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壺屋焼物
博物館
開館時間10時～18時
（入館は17時半まで）

月曜休館
☎862-3761 6862-3762

4月3日はシーサーの日！シーサー作り体験や壺屋
まーいなど、イベントもりだくさん！
4月2日（土）、3日（日）
壺屋焼物博物館および壺屋やちむん通り周辺

2011年協働のまちづくりin壺屋
第10回「壺屋でシーサーの日！」

(左上)沖縄に帰郷した当時の昇　(左下)屋根瓦の風景　(右)画家の名渡山愛順のアトリエ

写
真
家
𤘩
宮
城
昇（
1
9
0
6
〜

1
9
4
5
）は
薬
種
商
の
父
宗そ

う

倫り
ん

と

母
セ
ツ
と
の
間
に
、4
人
兄
弟
の
次

男
と
し
て
那
覇
市
上
之
蔵
で
誕
生

し
ま
し
た
。𤘩
宮
城
家
は
那
覇
の
素そ

封ほ
う

家か

の
た
め
、家
族
写
真
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。昇
自
身
も
、通
っ
て
い
た

県
立
第
ニ
中
学
校
の
同
級
生
や
風

景
写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

昇
が
育
っ
た
当
時
の
沖
縄
で
は

す
で
に
写
真
館
が
立
ち
始
め
て
い

ま
し
た
。写
真
館
で
勤
め
な
が
ら
技

術
を
習
得
す
る
の
が一
般
的
で
し
た

が
、昇
は
ニ
中
卒
業
後
1
9
2
4
年

に
上
京
し
、小
西
写
真
専
門
学
校　

（
卒
業
時
は
東
京
写
真
専
門
学
校
、

現
東
京
工
芸
大
学
）へ
入
学
し
ま
し

た
。様
々
な
写
真
技
術
を
学
ぶ
中
、

若
手
写
真
家
達
の
影
響
を
受
け
、写

真
の
新
し
い
表
現
方
法
を
追
求
し

始
め
ま
し
た
。写
真
へ
の
真
摯
な
姿

勢
は
、写
真
雑
誌
へ
の
掲
載
や
写
真

展
へ
の
出
品
、写
真
講
習
会
や
個
展

の
開
催
な
ど
で
み
て
と
れ
ま
す
。

１
９
３
１
年
に
帰
郷
し
た
昇
は
上

之
蔵
の
実
家
で
写
真
館「
昇
ス
タ
ヂ

オ
」を
開
業
し
ま
し
た
。肖
像
写
真

や
集
合
写
真
の
ほ
か
、
1
9
3
5

年
の
那
覇
の
綱
挽
き
や
本
島
各
地

の
風
景
を
撮
影
し
、新
聞
へ
も
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。昇
は
民み

ん

藝げ
い

一い
っ

行こ
う

の
調

査
写
真
や
舞
踊
家
の
、ま
た
、画
家

た
ち
の
作
品
を
撮
影
す
る
な
ど
、歴

史
に
残
る
出
来
事
や
人
物
た
ち
も

数
多
く
撮
影
し
ま
し
た
。

𤘩
宮
城
昇
に
関
す
る
初
と
な
る

今
回
の
企
画
展
で
は
、昇
が
撮
影
し

た
写
真
や
関
連
資
料
を
展
示
し
、当

時
の
沖
縄
で
の
写
真
業
界
の
状
況
と

と
も
に
、昇
の
生
涯
や
写
し
た
被
写

体
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〔
展
示
会
〕

4
月
20
日（
水
）

ま
で

〔
お
問
い
合
わ
せ
〕

那
覇
市歴

史
博
物
館

（
パ
レ
ッ
ト

く
も
じ
4
階
）

☎
8
6
9・5
2
6
6

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

「
戦
前
の
被
写
体

𤘩ぐ
し

宮み
や

城ぎ

昇の
ぼ
る

の

写
し
た
世
界
」

54

3月期国宝特別展示「かわいらしい桃色地の尚家衣裳」開催！期間：3/4～4/6（那覇市歴史博物館☎869-5266）

～第8回那覇農産物フェアー開催～

～日頃から災害への備えを～

翁長市長と行く！

～市民協働大学最終講義～

安全！安心！みんなで
食べよう那覇やさい！

平成22年度那覇市
総合防災訓練実施

一人ひとりが支え合う
まちづくり

第
8
回
那
覇
農
産
物
フ
ェ
ア
ー
が
那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
前
広
場

で
開
催
さ
れ
、
買
い
物
客
な
ど
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
翁
長
市
長
は
、「
こ
の
機
会
に
、
那
覇
の
安
全
、
安
心
な
野
菜

を
ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
や
セ
ロ
リ
、
ト
マ
ト
な
ど
色
と
り
ど
り
野
菜

が
並
べ
ら
れ
、
買
い
物
客
ら
は
「
野
菜
が
新
鮮
な
の
で
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」「
や
っ
ぱ
り
安
い
の
で
つ
い
つ
い
た
く
さ
ん
買
っ
て
し
ま
い
ま

す
」
と
、
新
鮮
な
野
菜
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

2
月
12
日
（
土
）、
新
都
心
公
園
多
目
的
広
場
で
、
平
成
22
年
度
那
覇

市
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、本
市
機
関
の
ほ
か
、陸
上
自
衛
隊
、地
域
自
治
会・企
業
な
ど
、

合
計
で
27
の
機
関
・
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

沖
縄
本
島
近
海
で
強
い
地
震
が
発
生
、
市
内
で
多
数
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
状
況
を
想
定
し
て
、
訓
練
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
、
災

害
対
策
本
部
の
シ
ナ
リ
オ
型
机
上
訓
練
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
大
規
模
災

害
に
即
し
た
26
項
目
に
わ
た
る
実
践
訓
練
で
し
た
。

2
月
8
日
（
火
）、
翁
長
市
長
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、

語
り
、
実
践
す
る
「
な
は
市
民
協
働
大
学
」
の
平
成
22
年
度
最
終
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
ご
み
の
減
量
化
や
民
生
委
員
児
童
委
員

に
つ
い
て
実
践
し
た
活
動
の
成
果
を
ふ
り
返
り
ま
し
た
。

3
月
12
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら
は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
、

協
働
の
和
を
広
げ
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
上
下
水
道
局
3
階
の
厚
生

会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。市
民
の
み
な
さ
ま
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

読売ジャイアンツ開幕戦応援ツアー
今年は読売巨人軍が那覇でキャンプを行う記念の年です。翁長市長と
ともに、2011年のオープニングを飾る3月25日（金）の東京ドームの
開幕戦で、選手・監督へ熱いエールを送りませんか。多くのみなさまの
参加をお待ちしています！
【出発】 3月25日（金）7時15分出発　※最小催行人数は35名様以上
【旅行代金（ひとりあたり）】
 2日間：57,800円～ 3日間：67,800円～　
※往復航空運賃・宿泊費・観戦チケット代
　東京ドームでの1,000円買い物券付
【申し込み締切日】　3月4日（金）
※定員200人に達し次第締切り。
【申し込み】 リウボウ旅行サービス ☎861-3715
【お問い合わせ】 読売巨人軍那覇協力会 ☎951-3220


